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（１）以降を以下の通り修正する。 

 

（１）噴火警報 

   仙台管区気象台が、噴火に伴って発生し生命に危険を及ぼす火山現象（大きな噴石、

火砕流、融雪型火山泥流等、短時間で火口周辺や居住地域に到達し、避難までの時間的

猶予がほとんどない火山現象）の発生やその拡大が予想される場合に、警戒が必要な範

囲（生命に危険を及ぼす範囲）を付して発表する。 

警戒が必要な範囲に居住地域が含まれる場合は「噴火警報（居住地域）」又は「噴火

警報」、含まれない場合は「噴火警報（火口周辺）」又は「火口周辺警報」」として発表

する。 

   噴火警報（居住地域）は、警戒が必要な居住地域を含む市町村に対する火山現象特別

警報に位置付けられる。 

（２）噴火予報 

仙台管区気象台が、火山活動の状況が静穏である場合、あるいは火山活動の状況が噴

火警報には及ばない程度と予想される場合に発表する。 

（３）噴火警戒レベル 

   火山活動の状況に応じた「警戒が必要な範囲」と防災関係機関や住民等がとるべき防

災対応を５段階に区分して発表する指標である。 

   噴火警戒レベルは噴火警報・噴火予報で発表される。また、気象庁ホームページに現

在の噴火警戒レベルが表示されている。 

  吾妻山、磐梯山、安達太良山の噴火警戒レベル表を次頁以降に示す。 

・吾妻山、磐梯山、安達太良山の噴火警戒レベル表を猪苗代町別紙２、３、４に差し替える。 

（４）噴火速報 

   噴火の発生事実を迅速に発表する情報。登山者や周辺の住民に、火山が噴火したこと

を端的にいち早く伝え、身を守る行動を取ってもらうために発表。  

噴火速報は以下のような場合に発表する。  

・噴火警報が発表されていない常時観測火山において、噴火が発生した場合 

・噴火警報が発表されている常時観測山において、噴火警戒レベルの引き上げや警戒が

必要な範囲の拡大を検討する規模の噴火が発生した場合（※） 

・このほか、社会的な影響が大きく、噴火の発生を速やかに伝える必要があると判断し

た場合。 

※噴火の規模が確認できない場合は発表する。 

なお、噴火の発生を確認するにあたっては気象庁が監視に活用しているデータだけ

でなく、関係機関からの通報等も活用する。 

（５）火山の状況に関する解説情報 

   現時点で、噴火警戒レベルの引き上げ基準に達していない、または、噴火警報を発表
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し「警戒が必要な範囲」の拡大を行うような状況ではないが、今後の活動の推移によっ

ては噴火警報を発表し、噴火警戒レベルの引上げや、「警戒が必要な範囲」の拡大を行

う可能性があると判断した場合等に、火山活動の状況や防災上警戒・注意すべき事項を

伝えるため、「火山の状況に関する解説情報（臨時）」を発表する。  

また、現時点では、噴火警戒レベルを引き上げる可能性は低い、または、噴火警報を

発表し「警戒が必要な範囲」の拡大を行う可能性は低いが、火山活動に変化がみられる

など、火山活動の状況を伝える必要があると判断した場合に、「火山の状況に関する解

説情報」を適時発表する。 

（６）降灰予報 

   記載内容は変更なし 

（７）火山ガス予報 

   気象庁が、居住地域に長時間影響するような多量の火山ガスの放出がある場合に火

山ガスの濃度が高まる可能性のある地域を発表する。 

（８）火山現象に関する情報等 

   噴火警報・予報、火山の状況に関する解説情報、噴火速報、降灰予報及び火山ガス予

報以外に、火山活動の状況等をお知らせするための情報として、気象庁及び仙台管区気

象台は、次の情報等を発表する。 

ア 火山活動解説資料 

  写真や図表等を用いて、火山活動の状況や防災上警戒・注意すべき事項等について解説

するため、臨時及び定期的に発表する。 

イ 月間火山概況 

   前月１ヶ月間の火山活動の状況や警戒事項を取りまとめ、毎月上旬に発表する。 

ウ 噴火に関する火山観測報 

   噴火が発生したことや、噴火に関する情報（噴火の発生時刻・噴煙高度・噴煙の流れ

る方向・噴火に伴って観測された火山現象等）を噴火後直ちにお知らせするために発表

する。 


